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2000年度年報

巻頭言

情報処理教育センター長対馬勝英

平成１２年度より工学部の共通教育として学科を超えた共通科目としての｢コンピユータ

入門｣の運用が始まりました。これは長年にわたる教育改革に関する議論の結果として決定

され，実施に移されたものです。

情報基礎共通教育の運用を行うために情報共通教育運営会議を設け,そこでのカリキュラ

ム設計と運用に関する種々の事項に関する決定に従って,共通教育を運用しております｡具

体的には共通教育を実施するための教育の標準化を行いテキストを作成し,細かな運用指針

を作成して実施しております｡この教育内容を前提として専任,非常勤の教員が教育を実施

しています｡このカリキユラムを実施するためには情報処理教育センターの職員のサポート

があってはじめて可能となります。

平成１２，１３年度は「コンピュータ基礎演習」は従来の電子計算機基礎演習からの移行

期と捉え,従来から学科で行ってきたカリキュラムの違いを許しておりますが,平成１４年

度よりはコンピュータ言語の基礎教育である「コンピュータ基礎演習｣も学科を超えた運用

を行うことになります。これに関しては現在，情報共通教育運営会議で討議しております。

一年間の運用により共通教育の実施に関する種々の知見とノウハウが獲得できましたの

で，平成１４年度よりの共通教育の完全実施に関しての見通しが立ったと評価しておりま

す。

平成１２年度のカリキユラム改訂により工学部１年生に関する演習時間が倍増しておりま

すので，従来の第１演習室程度の演習資源が必要になりました。しかしながら，平成１２年

４月にメディア情報文化学科が設置され,平成１３年度まではメディア情報文化学科のため

に設置したメデイアラボの演習資源の転用が可能でしたが，同学科の学年進行にともない，

それが不可能となりました。このため,四係畷学舎に新しい演習室を設置する必要が出て参

りました。これに関しては既に設置に関する検討が具体的に開始されております。

本号では阿久津先生･高見先生のおこ方にご寄稿いただきました｡共に単なる情報教育を

超えた新しい教育的な試行を含む内容であり多くの方々の参考になるものと考えておりま

す。

また，センター職員の西木さんにより演習において使用する小テストシステムが開発さ
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2000年度年報

れ,実際の運用に入っております｡これに関しては阿久津先生のご寄稿の中でも触れられて

おります｡このツールは教員が数分程度の時間をかけるだけで教場における学生の理解度を

確認できる便利な教具です。このような肌理の細かい開発が実際の演習の質を向上させるこ

とになります。

また，第２演習室のシステムを従来のＵＮＩＸワークステーションシステムから

Linux,WindowsNT,BeOSをトリプルブートできるバソコンベースのシステムへと更新いたし

ました。これは寝屋川学舎における工学部の専門教育を充実することにつながるもので,メ

ディアリッチな教育スタイルを増加させることが可能なものですので,多くの積極的な利用

が期待されます。

２
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寄稿

ECIＰ演習室利用報告～第２演習室を中心として～

工学部第１部電子材料工学科阿久津典子

１はじめに

第２演習室を初めて利用したのは1991年４月でした。電通大方式と呼ばれる教場で、８０

台の学生用PC-9801機と教卓にある数台のPC-9801機が双方向LANでつながれたものでした。

1993年に第２．３演習室が大改装され、第２演習室はUNIXをＯＳとするNEWSワークステー

ション約８０台で構成された演習室になりました。

第２演習室は､ワークステーションの演習室というだけでなく、その時代としてはかなり

思い切った､メディア教場としての画期的な設計がなされていました｡教職員に対する利用

講習会が行われましたが､第２演習室に盛り込まれた新しいコンセプトに対する衝撃と興奮

は今でも思い浮かべることができます。メディア教場としての基本コンセプトは､第４演習

室､第１演習室にも生かされており、そして新たな第２演習室へ引き継がれ､今なお魅力を

放っています。

この報告では、NEWSワークステーションで構成された第２演習室で行った2000年度授業

を中心に､コンビユータ演習教場およびメディア教場としての使用感について述べたいと思

います。

２コンピュータ演習室としての利用

2000年度は､平成9年のカリキュラムに基づく電子計算機演習Ｉの授業を第２演習室で行

いました。１年でＣ言語を半年学んできた学生を対象に、引き続きＣ言語演習を行う科目で

す。

１年ではMS-Windowsシステムで学んできている学生ですので、初めの２，３回はNEWSの

GUIの解説と実習、UNIXの簡単なコマンド演習（C言語学習のための必要最低限の項目）を

行います。アプリケーションはＣ言語学習のための必要最低限のものとして、ターミナル・

エミュレータと、NEWSに入っていた簡単なエディタ（メモ帳のようなもの）を使用します。

NEWSのGUIは1993年製ですが，現在のGUIシステムと似た形式であり，MS-Windowsで学

んできた学生は割とすんなり馴染みます。ターミナルとエディタのWindowを開けたままに

し、エディタでプログラムを書き、ターミナルでコンパイル＆ゴーを行う、というスタイル

で演習を行います。このスタイルでＣ言語演習を円滑に行えるようになるのは、速い学生で

第３回目の授業から、普通の学生で第４回目くらいの授業からとなります。

NEWSはUNIXシステムでしたが、電通大方式の要である双方向LANは確立されていました。
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さらに､書画カメラで手書きノート、印刷物等の教材を学生の座席の間にある教材提示モ

ニターへ映すことができました。

第２演習室で大変便利だったのは、GUI-windowの中へ書画カメラ出力画像やビデオ出力

画像が取り込めて、かつ複数同時に提示できたことです。すなわち、教師が行っているエ

ディタとターミナルのWindowの他に、テキストの一部や演習の指示を、それぞれ異なる

Windowで複数示せるのです。しかも解像度が高く、応答も大変速いものでした。

プログラムを作る際には、プログラムのコマンドのみを考えているのでは無く、同時に、

様々なことを並列に想起しています｡例えば､そのプログラムで何を実現しようとしている

のか、使用するコマンドの背景知識、ひらめきを誘う周辺知識、参考プログラム、などで

す｡教師自身が並列に参照している状況にできるだけ近い形で知識データを提示する。この

事は複数のWindowを開くことで可能になります。それが、第２演習室で実現できたことは

画期的なことでした。

多数のWindowを示して説明を行うにはポインタが重要になることが解りました｡つまり、

Windowが多数あると、どのWindowのどこを見るのか説明を聞き逃すと解りにくい、という

弊害が生ずるのです。NEWSのUNIXシステムでのマウスボインタは小さくて見づらく、提示

用ポインタとしては充分とは言えませんでした。

第４演習室、第１演習室、新第２演習室には、授業支援として、マウスで使用する電子的

なマーカー（ECIＰ開発）が用意され、ポインタが大変効果的になりました。欲を言えば、

電子えんぴつがあったら良いと思います。現在のマーカーを「えんぴつ」にしてコメントを

書こうとすると､マウスで字を書かなくてはならないので上手にi噂けません｡第４演習室に

はタッチペンもありますが、ペン先が6ｍほどあるので、画面の意図した位置に線を引くの

も結構難しいというのが現状です｡ペン先がせめて2ｍほどになってくれれば大分使いやす

くなると思います。

小型カメラは､雄近メディアパソコンや携帯電話にも取り付けられるようになったので話

題になっていますが、早々と第２演習室に取り付けられ、その後改装した演習室では、教卓

のみならず、各学生用マシンに取りつけられています。小型ですが、解像度は高いし、ピン

トも明度も調節できて、とても良くできています。

小型カメラの映像も複数のWindowの一つとして取りこまれます。ですから、キーボード

や手元の資料を提示する際に大変便利です。ただし、向かい合わせに置かれているので、そ

のまま下向きにすると上下逆になります。そこで、ひっくり返して上下を調整するのです

が、きりんの首のようなネック部はそれほど自在に曲げられないので少し苦労します。

コンピュータが邪魔になって､教師の顔が学生から見えにくいのではないかと思い､小型

カメラを通して私の正面座像をリアルタイムで提示したことがあります。学生から「ゲー」

との声が上がり、どうやらモニタはちゃんと見ているようでした（でも「ゲー」はないで

す)。一度、学生に使い方を教えたら、授業そっちのけでカメラから自分の百面相を取りこ

んでいるので、それ以後学生には教えないようにしています。しかし、小型カメラは急速に

一般化してきており、学生も大変興味を持つので、リテラシ教育などに取り込んでも良いの

ではないかと思います。

ところで、小型カメラに向かって話しかけるのは､Pixerの動くランプ(映画トイ・ストー

リー等の開始時に示されるミニ映画参照)と見つめあって話をしているようで､奇妙に照れ

４
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くさいです｡いっそカメラを２眼にして立体視方式にし､装置が動物の顔の一部のように見

えるようにすれば、話し易くなるかもしれません(もっと照れ<さいかも)◎

３メディア教場としての利用｛固体電子工学Ｉ｝

固体電子工学Ｉは、原子・分子間相互作用、結晶構造，Ｘ線回折、格子振動、固体比熱等、

物質の性質を学ぶ科目です｡イギリスのオープンユニバーシティのビデオ等､優れたビデオ

教材が図書館に備えられており、是非利用したいと思っていました。以前は、Ｄ３５６室にＧ

学科共通のVTR再生装置とプロジェクタを持ち込んで、ビデオをスクリーンに映したりして

いました。ところが、スクリーンが見えにくく、教室を暗幕で暗くすると蒸し暑くて耐えら

れない状態となっていました。

第２演習室で授業を行うようになって､一般教室で感じていた問題点はすべて解決されま

した。

さらに、ビデオの画面をWindowに取り込めるため、ビデオを流しながら同時に要点を解

説したり、ある画面を静止画像として提示し、解説用の補助線を書きこんだり、ビデオのあ

る部分だけ何度も繰り返し提示したりと大変満足できる状況でした。

黒板に代わるものとして、書画カメラ画像を位置付けました。Ａ４の用紙に手書きで書い

たものをそのまま提示してノートを取らせます｡利点はカラーサインペンを用いると色を簡

単に変えられること（概念図などカラフルに描ける)､教科書や参考書の図や写真を「これ」

と言って直接指し示せること、モニタに提示するので後の座席でも前の座席と同じ環境で

ノートがとれること等があります。問題点は、OHPと同様に小さな字は見づらいこと、黒板

のように同時にWindowを何面も提示すると各Windowが小さく見づらくなってしまうこと

等です。

第２演習室には初めからMosaicがはいっていました。せっかくコンピュータ演習室を使

わせてもらうのだからその意味での新しい試みをしてみよう、ということで､授業のホーム

ページを作成しました。授業のホームページの位置付けとして、学外への宣伝（内容を象徴

する要目を見栄え良く作る、更新はあまり行わない）と学生の便宜（学内専用で実用本位、

頻繁に更新し、必要な情報を速やかに付加して行く）とありますが、後者としました。

ホームページの内容は､講義の進行状況およびノートの公開､課題レポートの周知としま

した。

講義時間以外の時間にもホームページを学生が見て､課題をこなし､ゆくゆくは学生から

教員へのフイードバヅクを可能にし､ある意味で双方向の授業に移行しようともくろんだの

でした。ところが､予想以上にホームページ更新作業や学生への応答に時間がかかることが

解りました。講義ノートの公開等は作業を定型化し、学生アルバイト（ポケットマネーで

雇っている）に頼んで行っています｡学生からのフィードバヅクへはとても対応できず､最

初に考えた双方向の授業は断念せざるを得ませんでした。

ホームページ自体は学生から歓迎され、少し更新が遅れると学生から催促されるように

なって来ています。

小型カメラが入ってからは､教卓でレーザーの回折実験を行い､その様子をカメラでモニ

５
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夕して皆に見せたり、その一部を静止画像としてホームページに貼ったりしました。この場

合の利点は､臨場感を伝えられると同時に画像データとして取りこむことにより再利用や加

工ができるという点です。

実は、デモ実験は一度きりで止めてしまいました。メディア教場でのデモ実験というの

は、一人芝居を、脚本・演技はもちろんのこと、舞台の幕開けから、ライティング、マイク

の設定､小道具の設置まで全部一人でやるようなものなので､教員の負担と授業効果とのバ

ランスを考えると負担の方が勝ってしまったからです。

同じように、一度で止めた授業スタイルは「ネットサーフィン授業」です。アメリカの

中・小学校で能動的な授業として成果を上げていると盛んにテレビで放送されていたので

やってみました。

最大の問題点は､画面がすぐには現れないことです｡当時インターネット接続の速さが不

充分であったということがあるにしても、教室の人数（60名以上）が一斉に学外にアクセ

スすると､接続先によってはとてつもなく時間がかかるという現実は､おそらくこれからも

さほど変わらないだろうと思われます。

第２の問題点は模倣性です｡インターネヅトは検索サイト込みで考えると巨大な百科事典

となりつつあります｡個人の情報収集ツールとして大変便利なので､その利用法も学ばせつ

つ、目的の科目の勉強を能動的に行わせたいと教師の側は思うわけです。ところが、課題の

答えに該当するホームページをそのまま丸ごとプリントアウトして提出してくる学生､いく

つかのホームページをつぎはぎして提出する学生が現れました｡このような提出物に対する

評価をどのようにするか広い視野でよく考える必要があるように思います。

４終わりに

コンピュータ演習室での授業は､新しい授業スタイルの可能性が増えるという点で授業を

行う側にとって魅力的です。NEWSを用いた第２演習室の新しいコンセプトはそのほかの演

習室に生かされ引き継がれています｡第２演習室で私なりに試みた授業スタイルのうち｢生

き残った」スタイルは、第１、第４演習室でもおおよそ実施でき、活用しています。最近で

は、対馬研究室とECIＰの共同開発による小テスト・システムも動き出し、教場としてさら

に魅力が増しています。
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C+＋Builderによるオブジェクト指向プログラミング演習

一Ｗｅｂ上に公開された画像／数値データを解析対象として

大阪篭気通信大学・短期大学部．電子情報学科（')、工学部第２部・電子工学科(2)

高見友幸（')、横山宏（１）、加藤常員(2)、光本浩士（翌）

〒572-8530大阪府寝屋川市初町１８番地８号

ＴＥＬ：０７２－８２４－１１３１

I授業科目名ｌソフトウェアⅡ

I学部･学科･単位鋼短大･電子情報学科・２単位

I授業形態１演習授業・受講者数～100名

I情報教育機器１日立FLORA-370

I利用環詞１人１台･学内LANに連結

{システム環園WnndowsNTWbrkstation4､０

[教育機器の利用頻度］週１コマ（全１２コマ）

１．はじめに

Ｃｲー ＋Bujlderを用いて行うWmdowsプログラミング演

習の授業プロセスについて報告する。発表では、（１）処

理対象としてインターネットから収集した画像／数値デー

タを多用する事；（２）オブジェクト指向プログラミング

入門としての側面；（３）ＧＵＩを利用した実用的なプロ

グラムを作成する、という点を強調したい。

学生の日常的なＰＣの使用では、Windows画面の操作

や、マウスによるＷｅｂ情報の閲覧が圧倒的に多い。こう

した最近のコンピュータ環境を考えたとき、プログラミン

グ演習の初期段階に、コマンドラインでの入出力を使用す

る従来型の演習をもってくることは、むしろ不自然でさえ

ある。日常的使用の自然な拡張としてプログラミング作業

のあることを意識させるとともに、プログラム創作意欲を

沸き立たせるような演習を目指した。そのために、題材を

Ｗｅｂに求め、Ｗｅｂから入手したデータをWindowsプ

ログラミングにより解析するという授業構成をとった。

２．Ｃ＋＋Ｂｕｉｌｄｅｒ

Ｃ十一卜Builderによるプログラミングは、（１）フォーム

（＝入出力のためのウィンドウ）上にコンポーネント（＝

オブジェクト）を配置し、（２）そのプロパティを設定し、

（３）Ｃｲｰﾄを用いてイベントハンドラを記述する、という

順序で構築されていく。ソースコードの記述を主体とした

プログラミングではなく、設計時・実行時ともにマウスを

多用するのが特徴である。

上記（１）の作業過程では、マウスのドラッグ＆ドロッ

プにより、フォーム上に「オブジェクト」を貼り付ける。

ＨｋＸ：072-824-0014takami＠isc,osakac､acjp

７

このように、ソースコード上の抽象的なものとしてでなく、

視覚的存在としてオブジェクトを取り扱うことができるた

め、学生はオブジェクトの概念を容易に把握することがで

きる。コンポーネントは、Ｃ汁のソースコードでは、クラ

スに対応しているが、コンストラクタをはじめとして、必

要なソースコード上の記述は自動的になされる仕組みであ

る。上記（２）で、オブジェクトのプロパティ（＝クラス

のデータに相当）の設定は、オブジェクトの貼り付け時に、

ソースコードとは無関係に行うことができ、オブジェクト

への理解を深めさせる。上記（３）の過程では、Ｃｲｰﾄのソ

ースコードを記述することになるが、各コンポーネントの

プロパテイとメソッド（＝クラスのメンバ関数）が充実し

ているため、Ｃｲｰﾄの深い知職や複雑なアルゴリズムを伴う

プログラミングは不要である。

Ｃｲー ﾄBujlderをプログラミング演習で使用することの利

点は、（１）短期間のうちに、高機能なプログラムを作成

することができる；（２）画像データの取り扱いが容易で

あり、画像処理機能も強力である；（３）オブジェクト指

向プログラミングの入門ツールとして利用できる、といっ

た点である。

３．演習の順序

受講生には、Ｃ言語についての基本的な知識とプログラ

ム作成の経験を要求するが、Ｃｲｰﾄの知識は前提としていな

い。演習では、まず、基本的なコンポーネントの使用につ

いてひととおり説明する。その後は、Ｃｲー ﾄBuilderの利点

を生かすべく画像解析を中心とした授業構成となっている。

操作に習熟した段階で、何題かの課題を与え、各自のオリ

ジナリティを発揮させた。以下に、課題作成に至るまでの

演習項目について学習順に示Fｳー ｂ

（１）Ｃｲー ﾄBuilderの操作法

（２）基本的コンポーネントの使用例

（３）色の操作・指定（４）画像の読み込み・表示

（５）画素の座標と色の取得

（６）描画・グラフ作成の方法

（７）画像の合成・切り抜き↑｛演習の前半］
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（８）

（９）

(10）

(11）

Ｗｅｂからの各種データ収集↓［演習の後半］

課題の作成（後述）

オブジェクト指向についての解説

課題の解答例発表

４．使用データ

Ｗｅｂで公開されている画像・数値データをプログラミ

ングの題材として用いることで、（１）プログラミング学

習を身近なものにし、（２）広範囲に適用できるという意

識をもたせ、（３）プログラミング技術を膳こうという意

欲を高めることを意図した。以下に、演習の際に使用した

データの種類と関連するＷｅｂサイトを示Fｳも

（ア）気象衛星ひまわりの半球画像

ht叩:/ｿｗｗｗ岨.iis､u-tol河ﾉo､acjp/SatlAN7Wdcome-J､html

（イ）モネの絵画のデジタル画像

http:/Ymetalab・unc,edu/Wm/Pain血uth/monet／

（ウ）アメダスの気温データ

htlP:"ten]d,oxjp/amedas､html

（エ）微小地震の震源位置・震度のデータ

http:"Ujipub､rcep､dpIiJq7oto-u・acjp/harvest／

（オ）地球全域の数値地図

http://www１.gSi-mc､gojp/gtopo30/gtopo30､html

５．課題の具体例

（１）雲画像の解析（上記アのデータを使用：図１参照）

１時間毎の画像を１０日分（２４０;|鋤用意し、アニメ

ーション表示することで、雲の動きを可視化する。さらに、

雲部分（白包だけを抽出して雲塗（白色のピクセル類

を数え、雲量がどのように時間変化するかを表示する。

坊

’読みi入み

雲抽辻

RBd･IGreeIT1BIuB

師一F5丁

K雲覇萱;’

３８．４％

図１：雲画像の表示と雲量計算のためのフォーム

（２）絵画の色分析（上記イのデータを使用：図２参照）

ＲＧＢ値の取り扱いに習熟するとともに、画像の反転、

回転、モザイク処理、明るさ・コントラスト調整等の単純

な画像処理プログラムを作成する。また、行列の乗算によ

８

るフィルタ処理により、ぼかし、エンボス、輪郭抽出等を

行う。さらに、絵画に使用されている色のＲＧＢ値ヒスト

グラムを傾戎する。

罷語

雫
塾ｉ

●■Ⅵ

LＹ

漁、
ＧＩ'Ｃｅ''１

Ｂｌｕｅ

読み込み｜膳HI1清削

図２：モネの絵画像表示とそのＲＧＢ値ヒストグラム作成

のためのフォーム,、

以上のほか、（３）画像の平均化、（４）散布図作成、

（５）画像の連結、（６）図形の認誠処理を作成課題とし

て提示している。

６．オブジェクト指向の側面

前述したように、Ｃ+-卜Bujlderでは、視覚化されたオブ

ジェクトを用いてＣ十卜･プログラミングを行うことができ

る。カプセル化､継承（コンポーネントを作成する際に利

用)、動的オブジェクト生成等のオブジェクト指向の概念

を、深い知i減を持たないうちから、プログラミング作業の

中でまず使うことができる。授業でのオブジェクト指向に

ついての説明は、オブジェクト指向を体験した後で、なさ

れることになる。

７．まとめ

短期間で習得可能な上に、高機能なプログラムを実現で

きることから、Ｃ-片Bujlderが初心者に適度なプログラミ

ング意欲を呼び起こすツールであることは間違いない。し

かし、作成過程の単純すぎることが、逆に悪い方にも作用

する。つまり、一定のレベルに達すると満足してしまい、

プログラミング手法を極めるべく、ＯＨやオブジェクト指

向に深入りしようとする学生が現れにくい。これをいかに

打破するかである。

０１－卜Builderの演習では、プログラミング自体を目的と

するのではなく、課題を解くための手段としての側面を強

調した方が良いと思われる。そのために、多様な題材を提

示した上で、意欲的に取り組める課題を次々と設定するこ

とが重要となる。 私立大学Wi報教育協会

‘'輔８ＩＩ１ｌ１ｌｌｉ棚教育方法研究
発炎会盗料”より娠戦
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【特集】第２演習室システム更新について

本センター第２演習室は、１９９３年にＵＮＩＸワークステーションを７８台導入し､そ

れ以来工学部の情報教育のレベル向上に大きな成果をあげてきた｡特に１９９５年には学内

ＬＡＮを経由してインターネットにも接続し、一般の学生(研究生以外)が自由にインター

ネットを活用できる鼓初の演習室であった。

しかしながら､導入から７年経過した現在では他の演習室の環境から取り残され､利用率

も低下する一方であるため､第２演習室のシステムを更新し､他の演習室との利用負荷の分

散を図った。

ここでは､第２演習室の教育システムの更新における経緯と具体的なシステム構成につい

て述べる。

[目的］

・第４演習室の過密化の解消

．第２演習室の利用率の向上

・現状の問題点の改涛

[方針］

．第２演習室の機器更新は第４演習室の過密を解消する目的で行う

・OSは、第４演習室のＯＳと同様の、WindowsNT，TurboLinux，BeOSのトリプル

ブートとする

．第２演習室に導入するソフトウエアは、基本的に第４演習室と同等機能のもの

を導入する

・第４演習室に設満しているサーバ機器をできるだけ使用してコストを抑える

[改善点］

・定員は７８名から７６名とする

・事務室から第２演習室の隣にある第３演習室への通路の確保

・電子白板の設慨に伴なう制御用パソコン設置スペースの確保

９
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1．教育支援システム

教育支援システムは、従来の「電通大方式」を継承する形で以下のように設計した。

モニタリングシステム（電通大方式）

･双方向システム（現状のハードウェア主体のモニタリングシステムを継承）

．教員側からの提示デバイスとして、ディスプレイ（CRT）を学生２人に２台の割合

で設置

・任意の学生の画面を教卓凹面でリアルタイムにチェックできる

・任意の学生の画面を学生側にリアルタイムで送出できる

・学生の画面を一定速度でスキャンして、教卓側でリアルタイムにチェックできる

・学生の画面を一定速度でスキャンして、学生側へリアルタイムに送出できる

以上、すべてハードウェアならびにソフトウェア開発（既存機器をできるだけ流用）

･学生のキーボード操作やマウス操作に関して教員がロックできる

・ソフトウェアで対応（CampusESPeI,）

･電子式ホワイトボード

･教員画面もしくは、学生iiIImの任意の画面に直接強調や指示ができる

｡学生の画面の中に座席番号を表示させる

10
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２．演習用機器

第２演習室は、現在の第３．４演習室と同環境の拡張が|}的の１つであるため、演習用機

器も第３．４演習室の機器に近いものに設定し､ユーザが違和感なく使用できるよう配慮し

た。

演習用コンピユータ

・日立FLORA３７０

・ＯＳ

・ＣＰＵ

・メモリ

・ＨＤＤ

・ＦＤＤ

･CD-ROM

･Ethernet

･ＭＯＤ

･拡張カード

･ＣＣＤカメラ

・スピーカ

・マイク

･モニタ

(82セット＝学生用76セット＋教員用２セット＋予備機４セット）

WindowsNT／TurboLinux／BeOS

Pentiumlll8661vmz

256MByte

3OGＢ

3.5incｈ×１（内蔵）

3モード（720Ｋ／1.2ＭＢ／1.44MB）

最大40倍速（内蔵）

100Base-TX/l0Base-T

3､5inch640MB×１（内蔵）

ビデオキャプチャカード（PCIバス）

SCSIカード（PCIバス）

I/OデータCCD-CAM

日立PC-AM3070（外付）

日立PC-AM2100（外付）

日立１５incｈ液晶モニタ

教員用プレゼンテーシヨン用コンピュータ（１セット）

・MotorolaStarmax3000/200（第２演習室に既存のものを流用）

・ＯＳＭａｃＯＳ

演習用プリンタ１（６セット＝学生用５セット＋教員用１セヅト＋予備機１セット）

・EPSONLP-9600SPD

・モノクロレーザプリンタ

．Ａ3対応

・解像度l200dpi

・約１６人で１台のプリンタを共用

・Postscript3対応

11
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演習用プリンタ２（１セット：ネットワークで共用）

・EPSONLP-8300CPD

・カラーレーザプリンタ

．Ａ３ノビ対応

・解像度600dpi

・スキャナと一体

・Postscript3対応

スキャナ（１セット：ネットワークで共用）

・EPSONES-6000H+CS-6500

．Ａ3対応

・解像度800dpi

・演習用プリンタ２と一体

演習準備用コンピュータ（１０セット：第２演習室利用教員への貸出用、ただし演習授業優

先）

・日立FLORA270GX

・OSWindowsNT／TurboLinux／ＢｅＯＳ

・ＣＰＵＰｅｎｔｉｕｍｌｌｌ７００皿Ｚ

・メモリ128MByte

・HDD１2GＢ（内蔵）

・FDD3.5incｈ×１（内蔵）

３モード（720KＢ／1.2ＭＢ／1.44MB）

・CD-ROM雄大24倍速（内蔵）

・EthernetlOOBase-TX／１０Base-T

・モニタ１４．１inchTFT

1２
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３．ソフトウェア

ソフトウェアにおいても、第３．４演習室に導入しているソフトウェアを基本とし、さら

に教員からの要望により新規ソフトウェアを追加導入した｡なお、ソフトウェアの中には第

３．４演習室への導入時からバージヨンアヅプがなされているものもあり、その互換性も考

慮した。

･ＯＳ

MicrosoftWindowsNTWorkStation4・O

TurbolinuxTul,boLinuxWorkStation6・Ｏ

ＢｅＢｅＯＳ５・OProfessionalEdition

【WindowsNT用ソフトウエア】

･統合ソフトウェア

MicrosoftOffice2000Premium

・Ｗｏｒｄ２０００

・Ｅｘｃｅｌ２０００

・PowerPoint2000

・Access2000

・Publisher2000

・FrontPage2000

・PhotoDraw2000

・プログラミング

MicrosoftVisualStudio

電脳組BASIC/9８

OrchidStudyC

InpriseBorlandC+＋Suite

UNY3D-LOGO

CompaqVisualFortran

MetrowarksCodeWarrier

･エディタ

VillageCenterWZEDITOR

1３
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・グラフィヅクス

Adobelllustrator

･数式処理

WolframResearchMatheamtica

CommunicatoI，

・ネットワーク

NetscapeNetscapeComml」

AdobeAcrobatReadel，

LogoVistaXIntemetV1

･CAD

AutodeskAutoCADLT2000i

･コンピュータウィルス対策用

MCAFEEVirusScan/NetShield

【TurboLinux版】

･統合ソフトウェア

TurbolinuxApplixware

【BeOS版】

･統合ソフトウェア

ＢｅＯＳアプリケーションパック

1４



４．導入経緯

平成１２年

６月６日

１０月１８日

１０月１８日

１０月３１日

１１月７日

１１月８日

１１月１５日

１１月１６日

１１月２２日

2000年度年報

情報処理教育センター運営委員会

第２演習室の機器更新の大枠を承認

情報処理教育センター運営委員会のメーリングリストならびに演習室利

用教員のメーリングリストを用いて更新案について電子メール上で議論

(～１０月２０日）

情報処理教育センター運営委員会のメーリングリストにてハードウェア

の拡張に関する要望を運営委員を通して各学科に依頼

情報処理教育センター運営委員会のメーリングリストにてソフトウェア

の要望を運営委員を通して各学科に依頼

情報処理教育センター運営委員会

第２演習室の機器更新内容について運営委員に説明・承認

情報処理委員会教育部会

第２演習室の機器更新について承認

情報処理委員会

第２演習室の機器更新について承認

情報処理教育センター運営委員会

ソフト導入における各学科の要望を提示・議論

情報処理教育センター運営委員会

ソフトの導入に関して優先順位を議論し来年度予算として申請

1５
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施設と設備

本センターの施設は,四係畷学舎と寝屋川学舎にわかれており，合わせて４つの演習室が

ある。

四係畷学舎には第１演習室,寝屋川学舎には第２演習室,第３演習室,第４演習室があり，

それぞれの特徴を活かした演習を行っている。

第１演習室（四候畷学舎1-216）

第１演習室では、WindowsNTマシン８０台を導

入し､主に工学部１年次生に対する情報基礎教育を
実施している。

第３演習室（寝屋川学舎Ｃ-403）

第３演習室は小教室であるが、第４演習室と同

様のマシン２０台に加え､iMac，VAIOなど授業以外
のコンピュータも利用できる多目的性格を持たせて

いる。主に自由開放として利用し、学習用ビデオ・
CD-ROMの視聴も可能である。

1６

第２演習室（寝屋川学舎Ｃ-402）

第２演習室では、ＵＮＩＸワークステーションを７

８台導入し､UNIXをベースとした言語教育等を実施
している。

第４演習室（寝屋川学舎Ｄ-356）

第４演習室のコンピュータはWindowsNT/Turbo
Linuxのデュアルブート環境を構築し、用途に応じ

て２つのOSを切り替えて使用できることができる。
ソフトウェアも基礎教育用から各学科の専門教育

用まで用意し、２つのOSとも合わせて､様々な授業
に幅広く対･応することができる。

また、座席数は１３６であるが､パーテイシヨン
により、８０席と５６席の教室に分割することがで
きる。
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第１演習室システム構成

【教員用システム】
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日立FLORA-350

ＣＰＵ:ＭＭＸＰｅｎｔｉｕｍ２３３ＭＨｚ

メモリ:96ＭＢ

HDD:4.3GＢ（内蔵）

FDD:3.5inch×１３モード(720KB/1.2ＭＢｌ坐ＭB）（内蔵）

ＭＯＤ§3.5inch640MB（内蔵）

CD-ROM（内蔵）

スピーカ（外付）

CCDカメラ（外付）

l7inchモニタ

ApplePowelMacintoshG3/233ＤＴ

メモリ:96ＭＢ

ＨＤＤ:４ＧＢ

FDD:3.5inch×１（内蔵）

CＤ－ＲＯＭ（内蔵）

l7inchモニタ

２

書画カメラ

電子式ホワイトボーード

8mm/S-VHSビデオデッキ

ＤＶプレイヤー

DVD/LDプレイヤー

ＣＣＤカメラ

カセットデッキ

ﾉｰﾄパソコン接続用ケーブル

ＯＨＰ

制御用タッチパネル(送出切替,画面取得）

オートスキャンモニタ

プリセットモニタ

送出確認モニタ

モニタマトリクス
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第２演習室システム構成

【教員用システム】
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書画カメラ

VHSピデオデッキ

LDプレイヤー

ＣＣＤカメラ

カセットデッキ

ﾉｰﾄパソコン接続用ケ､-ブル

制御用タッチパネル(送出切替,画面取得）
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プリセットモニタ
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第３演習室システム構成

【教員用システム）
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日立ＦＬＯＲＡ-370

ＣＰＵ:PentiumⅡ350ＭＨｚ

メモリ:96ＭＢ

HDD:6.4GB(WindowsNT:3GBTurboLinux:3.4GB）

FDD:3.5inch×１３モード(720KB/1.2ＭＢ1.44ＭＢ）（内蔵）

ＭＯＤ:3.5inch640MB（内蔵）

CD-ROM（内蔵）

スピーカ（外付）

CCDカメラ（外付）

14.1'，S-TFT液晶ディスプレイ

ApplePowerMacintoshG3

CPU:300MHzPowerPCG3マイクロプロセッサ

メモリ:96ＭＢ

ＨＤＤ:６ＧＢ

FDD:3.5iIich×１（外付）

CD-ROM（内蔵）

15"TFT液晶ディスプレイ

書画カメラ

S-VHSピデオデッキ

ＣＤ/ＣＤＶ/ＬＤプレイヤー

カセットデッキ

ＣＣＤカメラ

ﾉｰﾄパソコン用接続ケーブル

液晶プロジェクタ
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【学生用システム】
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日立ＦＬＯＲＡ-370

『、臨澗V１Ｆ ＣＰＵ：PGnljUII111350MIIz

メモリ:９６ＭＢ

I-IDD:6.4GＢ(WindowsNT:3GBTurboLinux:3.4GB）

FDD:3.5inch×１３モード(720KB/1.2ＭＢ1.44ＭＢ）（内蔵）

ＭＯＤ:3.5inch640MB（内蔵）

CD-ROM（内蔵）

スピーカ（外付･）

ＣＣＤカメラ（外付）

生 14.1'》S-TFT液晶ディスプレイ
八

ＡｐｐｌｅｉＭａｃ

CPU:266ＭＨｚＰｏｗｅｒＰＣＧ３マイクロプロセッサ

メモリ:９６ＭＢ

ｌ－ｌＤＤＥ６ＧＢ

FDD:3.5inch×１（外付）

懲壁瞳１＝蕊
SＯＮＹＶＡＩＯ

ＣＰＵ：PentiumⅡ３３３ＭＨｚ
･･賎羅

メモリ：128ＭＢ

ＨＤＤ:８．４Ｇｌｇ

ＦＤＤ:3.5inch×１（内蔵）

スピーカ（外付）
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メモリ:８ＭＢ

IＩＤＩ)256Ｍ偶

ＦＤＤ:3.5inch×２（内蔵）
Ｈ，

SONYNWS-5000SB

メモリ２３２ＭＢ

HDD:524ＭＢ(内臓）

FDD:3.5inch×１（内蔵）

スピーカ／マイク（外付）

l7inchモニタ

プリソダプリソダ

【サーバ】

第４演習室と共用（第４演習室システム構成参照）
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【視聴用ビデオ／CD-ROM】
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研究・開発の報告

○小テストシステム

受講生の到達度を把握するために，本センターではWindowsNT上でコンピュータを用い

た簡単なテストの実施から集計までを行う小テストシステムを開発した。

使用手順

1．システムの起動と問題の作成

演習室の教員用コンピュータから小テストシステムを起動する（Windowsのプログラム

メニューに登録）と、次のような問題編集画面があらわれるので、順次問題を作成する。

②問題の種類を選択する（４種類）

内榔罵悶鞘

、
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l小テストシステムｒ問題作成画意」

･問題の作成は、手順①～⑤を問題分繰り返す

．テストの実施は、ウインドウ右上の“実施，'ボタンをクリックする

.ウインドウ左上の“問題の保存”ボタンで現テストの保存、また“問題読込み,,ボタ

ンで既存のテストを呼び出すことができる
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④解答(選択問題の場合は選択肢と解答)を入力する



問題３文字入力問題（正解は文字列の完全一致）
問題、解答を入力する

問題４数字入力問題

問題、解答を入力する

(問題作成例リ

問題１択一問題（正解は１つ）
問題、選択肢、解答を入力する

問題２選択問題（正解は複数可）
問題、選択肢、解答を入力する
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艮全鍔怠瞳1笹毎毒；通勤釜蝉４芽海５醤蕊名誌

２．テストの実施

問題作成画面の“実施”ボタンをクリックすると、テストが実施される。

テストが実施されると､演習室内にログオンしている学生用コンピュータに自動的に問題

ウインドウが表示され､また同時に教員用コンピュータには学生の解答状況をチェックする

ウインドウが表示される。なお、この画面は演習室のレイアウトと一致しており、座席・問

題ごとの解答状況がチェックでき､さらに解答状況は学生が解答するたびにリアルタイムで

更新される。
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各問題画面（１番～５番）

各学生の正解／不正解が表示される
（正解＝１／不正解＝０）

全得点画面
各学生の正解数が表示される

鍵

テストの終了時間になれば､教員側のウインドウ右上の“テストの終了”ボタンをクリッ

クする。

すると、別ウィンドウがあらわれ、学生ごとの解答結果が表示される。
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○購入出版物

本年度、年間購読した雑誌の一覧を示すｃ

四候畷学舎

鶴鶴鞍蕊議蕊蕊蕊驚誌:｡:愈餓;蕊蕊蕊蕊蕊 灘蕊 蕊蕊謹議蕊議

ASCII ASCII

ｂｉｔ 共市出版

インターフェース ＣＱ出版

ＷｉｎｄｏｗｓＮＴＷｏｒｌｄ ＩＤＧｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝｽ゙

寝屋川学舎

灘蕊議蕊蕊蕊議総蕊i総瀦驚蕊蕊蕊蕊蕊蕊；

ＡＳＣＩＩ

ｂｉｔ

インターフェース

日経バイト

日経マツク

日経コンピュータ

ＵＮＩＸマガジン

ＵＮＩＸＵＳＥＲ

ＭＡＣＬＩＦＥ

ＮＥＷ教育とマイコン

テレパル

ＩｎｔｅｒｎｅｔＭａｇａｚｊＬｎｅ

ＬｉｎｕｘＪａｐａｎ

ＷｉｎｄｏｗｓＮＴＷｏｒｌｄ

合格情報処理

3７

■画■門巳園亘亀■■園垂昼肉

嘩瀞;；撫鵬鵬灘篭
凡凡■▲貞凸■白▲

p■～■

み、~■q血』しげ曲.■■Lq■
角＆角■■■凸＆■■■Q

品■凸＆喝■ｑ■■■色山弓昌凸Ｑ負

鉱藍擬２，２２ｆ,Ｐ

塞塁塞幽蕊"筆＝も＝

ＡＳＣＩＩ

共立出版

ＣＱ出版

日経ＢＰ

日経ＢＰ

日経ＢＰ

ＡＳＣＩＩ

ＳＯＦＴＢＡＮＫ

ＢＮＮ

学研

小学館

インブレス

五橋研究所

ＩＤＧｺﾐｪｹー ｼｮﾝｽ゙

学研
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演習室利用状況

以下に、本センターの各演習室で実施しているカリキュラムの一覧を示した。

このように､本センターの資源は十二分に活用されており、限界に近い状況で使用されて

いることがわかる。

表の見方

１行目

科目名

学年／学科（英大文字で識別）／クラス（英小文字）

学科記号一覧

工学部第１部

Ｅ学科：電子工学科

Ｈ学科：電子機械工学科

工学部第２部

Ｒ学科：電子工学科

総合情報学部

Ｐ学科：情報工学科

短期大学部

短大Ｂ：電子情報学科

大学院

博士Ｄ：博士課程（後期）

Ｆ学科：通信工学科

Ｊ学科：知能機械工学科

Ｖ学科：知能機械工学科

Ｇ学科：電子材料工学科

Ｋ学科：光システムエ学科

Ｑ学科：メディア情報文化学科

修士Ｍ：博士課程（前期）

3８
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箪篭灘灘熱寧驚

第２演習室
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第３演習室
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前期授業期間（5/８‐７/14）
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自由開放時間

自由開放実施報告

本センターでは､学生が授業のレポート作成･自習などでコンピュータを利用できるよう

に自11]開放を実施している。日'11開放時間においては､専門的知識を持つ学生をアルバイト

として雇用し、利用者の質問・トラブルに対応している＠

以下に、本年度の自由開放利用状況を報告する。

前期試験期間中（7/１５－７/29）

新年度調整期間（4/７－４/28）

4３

夏期休業期間中（7/３１－８/5）

蕊蕊蕊議蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊

第２演習室
第３演習室

蕊鍵蕊蕊Ｉ蕊蕊I蕊蕊蕊蕊蕊

月～金

土

Ｉ鍵蕊蕊蕊鍵鍵蕊蕊蕊i蕊蕊鍵識蕊蕊蕊
１２：００～１７:0０

10:３０～１３:００，１４:００～１９:0０

》
》
》
》

第１演習室

第２演習室

第３演習室

第４演習室

蕊蕊篭溌蕊i蕊蕊蕊蕊

月～金

月・火・木・金

水

土

月～金

土

月・火

木

鍵蕊蕊蕊蕊蕊灘;蕊蕊識蕊譲蕊蕊議鍵
１６：

1２

1６

１０:３０～１３:００，１４:００～１９:0０

１２:３０～１９:5０

10:３０～１３:００，１４:００～１９:0０

１６:３０～１９：

１４:４０～１７：

４５～１８

３０～１［

３０～

:5０

:5０

:5０

:5０

識蕊議蕊蕊蕊議識識

第２演習室
第３演習室

驚灘灘識蕊灘灘
月～金

土

議蕊蕊蕊§蕊蕊藤蕊蕊瀧驚蕊灘蕊蕊蕊
１２：１０～１８:2０

１０:３０～１３:００，１４:００～１９:0０

蕊蕊蕊蕊蕊馨蕊塞蕊蕊蕊

第２演習室
第３演習室

蕊蕊蕊灘蕊i蕊蕊蕊蕊

月～金

土

一
蕊

一

１１

１０:３０～１３:００，１４:００～１９:0０

蕊議蕊蕊議蕊蕊鍵議蕊
:１０～１６:５０



2000年度年報

後期授業期間（9/２５－１/15）

灘蕊蕊溌蕊灘蕊溌蕊蕊鍵蕊蕊蕊蕊灘蕊識蕊蕊蕊蕊

第１演習室 月～金

月

第２演習室
火・水・木

金

土

月

第３演習室 火・水・木・金

土

第４演習室
火

木

後期試験期間中（1/１６－２/2）

蕊蕊蕊i蕊綴識蕊蕊

第２演習室
第３演習室

鍵蕊蕊蕊曜鍵|蕊蕊蕊蕊

月～金

土

※ただし，２/１～２/2は第４演習室で実施

後期試験終了後（2/３～３/17）

§識灘瀧驚識蕊蟻灘蕊

第４演習室

第１演習室利用統計

１口.ロ可一一

議蕊蕊鴬蕊蕊蕊

難藤溌驚

;溌漂溌蔚
qL■１■■画､得■■令伊･品■■､

:;識裳穂：
曲曲■■■▲▲凸▲■

難:衝磯皇錘&;"‐

Lらa色4q尾、凸凸,凸凸
■曲■典曲喰a■■凸■巳a■己到品喝

驚爵議騨霞

灘蕊餓

蕊i蕊i蕊：

蕊灘溌!；

蕊蕊;蕊蕊

灘醗蕊欝

識蕊
■、■■■■､■■■■￥､■月巳国司

議織§

195

127

8５

5９

1８

3６

204

745

８

鵠月；;ｒ

272

109

109

101

2２

1６

４

299

932

2１

溌灘灘 騨職蕊蕊篭識蕊

，q由仏同■巳■句到

iZ:蒋砺篭：

月～金

土

▲昼■＆巳■４町■ぬ■

;識#筒、
．？君、ざ？１Ｉ，△ｒＡ＝ＱＱ１

159

5４

6６

4１

108

4２

４

147

621

１０

§識|識

6４

４

2６

９

１４

2４

143

５

4４

１６：４５～１［ :5０

1２ ３０～１〔 :1０

1２ 〕０～ :5０

１６： 〕０～１〔 :５０

１０:３０～１３:００，１４:００～１９:0０

１２１:３０～１６:1０

1２ :３０～１９:5０

１０:３０～１３:００，１４:００～１９:0０

１４：４０～１〔 :5０

1４ ４０～１７ :５０

蕊蕊議蕊蕊蕊蕊識蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊

１２：１０～１８:2０

１０:３０～１３:００，１４:００～１９:0０

3議鶏灘驚蕊蕊蕊蕊蕊；
1２ :００～１７:0０

１０:３０～１３:００，１４:００～１９:0０

利用者数（人）

:溌溌： 蕊 議議譲譲議識鍵嬢 議灘 蕊誌:蟻
241 156 171 2２ 1280

107 5０ 3３ ７ 491

6１ 3６ 7０ 454

442 362 261 5９ 1334

7７ 3９ 4４ 1７ 339

2３ 3５ 5５ 8４ 292

1２ ９ ７ ３ 4６

105 3５ 3１ 2２ 867

1068 722 672 215 5118

2１ 1７ 1６ ５ 103



１

１

4５

第２演習室利用統計（自由開放時間中の利用者）

上段：利用者数（人），下段：ログイン時間（分）(自由開放時）
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4６

第２演習室利用統計（モデム経由による利用者）

上段：利用者数（人），下段：ログイン時間（分）(モデム経由による接続）
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１

第２演習室利用統計（センター外ネットワーク経由による利用者）

(センター外ネットワーク経由による接続）上段：利用者数（人），下段：ログイン時間（分）

１

１

３ １
Ａ
Ｏ
ｒ
。

4７

１

F溌逢と～ ４月１５月ｉ６月＃７月１８月 卿 :駒驚き 潔１月 』墜淵 ･１月 :暇:聯鯛 鐸計蕪
蕊蕊Ｉ蕊警蕊蕊

謹灘
溌謹蕊

蕊議
》
瀞
》

誤
岨
竿
坐
噌
》
屯
》
》
甲
幸
》
Ｃ
ａ
■

喝
黒
字
』
討

琴

一
一
密
一
一
一

一
繍
一

》
識
》
》
》
》
》

蕊蕊
一
》
》
》

議
錘錘蝉錘準え穂

錘
謹
》
一》

》
》
》

》
》
》
》

悪舞謹

》
一
一
ｒ

》
一
議
一

;:誇迩…
…:苧

》

錘
蝉
錨
率
韓
訟

291

1253

０

０

２５

8９

178

2８

4９

０

０

０

０

1５

０

０

241

9166

０

０

657

10687

283

1477

２０

３

3２

4３

191

9１

1385

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

435

14790

０

０

856

17895

203

843

０

０

４

４０

6６

222

149

927

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

585

16032

２

２

1009

18066

167

592

４

3６

５

５

7２

311

442

2670

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

617

14655

０

０

1307

18269

141

１１７１

０

０

２

０

3８

115

８

5１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

242

8302

０

０

432

9639

１１４

1101

７

159

３

２

6３

267

191

3323

０

０

０

０

０

０

０

０

０

３３３

7793

０

０

711

12645

198

1799

９

584

126

515

651

12941

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

673

29762

２

２

1662

45604
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1119

３

161

０

０

5３

453

375

15085

０

０

０

０

０

０

０

０

239

6746

２

６

882

23571

１７４
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４
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７

2３

3２
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16642

1５

０

０

０

０

０

０

０

０

２８０

9932

０

０

902

28285

１１

2１

０

０

０

０

２１

9２

３

５

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

８９

12371

０

０

124

12489

1791

10330

２８

1663

２７

112

５９４

2376

2357

53078

２

1６

０
－

０

０

０

３

1６

０

０

３７３４

129549

６

1０

8542

197150



(TurboLinux）
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利用者数（人）

第３演習室利用統計

ＷｉｎｄｏＷｓＮＴ 利用者数（人）

4８

１

~~~･急一A

j::鰐
■■■

日■､u凸

溌’０螺ボ

:､.II学群

;・J1学ボ

::Ｘ燃料鍵

｡:;&学潤．

斗

》
鴬

鴬

Ｉ
－
４
－

短大３

患修士Ｍ

博ハ
勧鐙罰,

綴
卜１

霞蕊雛繍

鍵日数

．、
磯か
'班〆
燕

ｑ

Ｄ
ワ
ト
ー
叫
持
巳
胎

鼠v封･珂苛
》
騨
寺
審
潤準ず

洞
〆
ム寺

下
》

鯛｛５脚
８

０

０

５

９

３

０

０

８

０

4０

1９

８

２

０

０

５

９

1５

2６

３

０

８

０

7６

2１

モー‐‐‐

’6隊：

2２

１１

０

２

４

8３

8７

0

1６

０

227

2５

．‘＆

－７月

６

０

２

０

０

５

7０

7４

０

０

1７

175

2３

８月:､畠： 鮒Ｉ鑓月｜蕊蕊
３

０

０

０

０

０

７

０

０

５

０

1６

１１

８

０

０

０

５

３

1７

2１

7０

０

１２

０

136

2５

７

０

０

０

6４

4０

175

０

４

０

292

1９

憩鯛細犀議溺;１胴伽鴨綴
３

７

０

０

３

０

4０

3８

189

３

1０

０

293
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０

０

０

０

０

１１

１１

9３

０

０

０

116

1６

6５

2３

２

３

1９

3１

306

307

531

３

8０
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願塞電
i:蝋嶺科：

:撤撫｝

Ｇ学科

Ｈ学科

ふ:鮮蒋鞠

§：ＩＫ
負■巳■GQ
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蕊
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零
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血
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峻簸

毒
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科

縦次隅
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220
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182

１６７
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１７３
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278
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利用者数（人）

第４演習室利用統計

(WindowsNT） 利用者数（人）
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百
一
Ｇ
々

活動報告。施設見学等

2000年度に本センターで開催された講座・講習会の概要を示した。

る概要もあわせて示した。

また施設見学に関す

犀
■
９
．

参加者

1見学リ

５

5Ｃ

:蝋蕊撫i即淡｝
､■■

６月15日

６月17日

６月１７日

７月6日

７月9日

７月301Ｉ

８月28日～９月１日

９月6,8,13,20日

10月2411

10月2411

10月25日

10月26日

10月28日

10月28日

12月９日

３月7,9,14,16日

WindowsNT利用講習会

WindowsNT利用講習会

インターネット利用講習会

日本混相流学会第２３回レクチャーシリーズ

日本語文書処理技能検定試験

オープンキャンパス

資格受験講座（２種・初級シスアド）

資格受験講座（２種・初級シスアド）

WindowsNT利用講習会

インターネット利用講習会

インターネット利用講習会

インターネット利用講習会

WindowsNT利用講習会

インターネット利用講習会

オーブンキャンパス

資格受験講座（２種・初級シスアド）

情報処理教育センター

情報処理教育センター

情報処理教育センター

日本混相流学会

北大阪商工会議所

大阪砿気通信大学

大阪髄気通信大学

大阪電気通信大学

情報処理教育センター

情報処理教育センター

惜報処理教育センター

情報処理教育センター

情報処理教育センター

情報処理教育センター

大阪髄気通信大学

大阪鐙気通信大学

4４

1５

2５

100

4４

4３

6１

2５

1０

５

１１

103

蕊
一

》
鱗

諏
準
露

》
》
》
》》 蕊蕊蕊議蕊蕊議蕊蕊蕊蕊蕊蕊
識溌謹蕊耀謹蕊謹蕊

蕊蕊懲,撫煮賎蕊

詮::鵬鼠』
４月27日

４月28日

５月９日

７月1411

９月13日

９月28日

９月30日

10月５日

10月26日

12月14日

i:鱗灘蕊蕊蕊蕊蕊蕊;蕊蕊蕊蕊蕊:蕊謹蕊蕊蕊蕊蕊蕊
滋賀県立野洲高等学校

大阪府立勝山高等学校

大阪府立箕面東高等学校

大|仮府立夕陽丘高等学校

鳥取鼎立由良育英高等学校

奈良県古京|ﾆ牧高等学校

大阪府立阿武野高等学校

大阪府立茨木西高等学校

枚方市立枚方中学校

近畿情報技術教育研究会

蕊議 鴬:窪獅灘
第３演習室

第２演習室

第２演習室

第３演習室

第３演習室

第１演習室
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2000年度年報

運営組織
ノ

構成

本センターには開発室を設置し､数名の兼任の教員が開発室委員として教育用のシステム

の開発、普及啓蒙活動、教育工学に関係した研究等にたずさわっている。

具体的には教育夜のCBEシステムのソフトウェア的開発、教育用LANの構築、数式処理の

教育への応川、教科教育のCBEシステム上での展開、情報処理教育川CAIの作成に取り組ん

でいる。また、技術職員の開発への貢献は大きなものがある。以下に、センターの構成員を

示す。

センター長

運営委員

開発室委員

対馬勝英（総合情報学部メディア情報文化学科教授）

橋本不二雄

吉松屋四郎

瀧川靖雄

何一偉

阿久津典子

新関雅俊

西原一嘉

境隆一

光本浩士

河合利幸

杉森直樹

横山宏

瀧川端雄

何一偉

竹本信之

杉森直樹

渡遥寛二

横山宏

(人間科学研究センター助教授）

(数理科学研究センター助教授）

(工学部第１部電子工学科助教授）

(工学部第１部通信工学科講師）

(工学部第１部電子材料工学科教授）

(工学部第１部電子機械工学科助教授）

(工学部第１部知能機械工学科教授）

(工学部第１部光システムエ学科講師）

(工学部第２部電子工学科助教授）

(総合情報学部情報工学科助教授）

(総合情報学部メディア情報文化学科講師）

(短期大学部電子情報学科講師）

(工学部第１部電子工学科助教授）

(工学部第１部通信工学科講師）

(工学部第１部電子機械工学科講師）

(総合情報学部メディア情報文化学科講師）

(短期大学部電子情報学科教授）

(短期大学部電子情報学科講師）
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第３条

１センターの運営に関する重要事項について、センター長の諮問に応ずるため、セン

ターに情報処理教育センター運営委員会をおく。

２センター長はセンターの運営に関する重要事項について、運営委員会に諮問するも

のとする。

３センター長はセンターを利用して電子計算機の演習を行う教員でもって担当者連絡

会議を開き、円滑な運営をはかるものとする。

４運営委員会に関する規則は、別に定める。

2000年度年報

昭和５３年１０月２６日から施行する。

昭和６０年４月１日から施行する。

昭和６１年４月１日から施行する。

昭和６２年４月６日から施行する。

平成４年４月１日から施行する。

情報処理教育センター規則

制
改
定昭和５３年１０月２６日

正平成４年４月１日

第１条

この規則は、大阪電気通信大学学則第４５条の２第４項の規定に基づき、情報処理教

育センター（以下「センター」という｡）に関し必要な事項を定める。

第２条

１センターに開発室をおく。

２開発室はセンターの行う教育活動の企画、検討更新ならびにそれらに伴う技術的開

発を行う。

３開発室に開発室長をおく。

４開発室長および開発室員は本学の教員をもって充て、センター長の推薦により学長

が任命する。

附
附
附
附
附

この規則は、

この規則は、

この規則は、

この規則は、

この規則は、

１
１
１
１
１

１
１
１
１
１

脚
同
日
貝
貝
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第５条

運営委員会は、必要に応じ委員以外の者の出席を求めて意見を聴くことができる。

2000年度年報

第６条

その他、運営委員会の議事の方法等に関し必要な事項は、運営委員会が定める。

情報処理教育センター運営委員会規則

制定昭和６１年４月１日

最近改正平成４年２月２７日

第１条

この規則は、情報処理教育センター（以下「センター」という｡）規則第３条第４項の

規定に基づき、センター運営委員会に関し必要な事項を定める。

第２条

１運営委員会は、次の各号の委員で組織する。

（１）演習を担当する各学科教員のうちから学長が任命した者

（２）本学教員のうちから学長が任命したもの（若干名）

２委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。

第３条

１運営委員会は、センター長が召集して議長となる。

２センター長に事故のあるときは､あらかじめ指名された委員がセンター長の職務を代

行する。

第４条

運営委員会は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。

附
附

第７条

運営委員会の事務に関する事項はセンター事務室が行う。

この規則は、昭和６１年４月１日から施行する。

この規則は、平成４年４月１日から施行する。

則
則
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